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新たなる旅立ち～伝統を守りつつ新たなる時代に～ 

江戸川区立鹿骨東小学校 校長 中田 伸代 

 新型コロナウイルスの感染が日本で初めて報告されてから 3年あまりが経ちました。前代未聞の臨時休業や行

事の中止など、今までと大きく変わった学校生活。その中でも守ってきたものがあります。 

 鹿骨東小学校は今から 47 年前、昭和 50 年に開校しました。そして、現在 5 年生が 6 年生から受け継いでい

る、御神楽と御神楽交流は、昭和 57年から 40年続いています。本校の卒業生である、保護者の方の中には、親

子で、あるいは兄弟で、御神楽を踊ったという方もいらっしゃる事でしょう。 

 さて、そんな伝統の御神楽ですが、2月 5日に総合文化センター大ホールで行われる「町会・自治会役員表彰

式」のオープニングアトラクションで 6年生児童の有志による「御神楽スーパーチーム」が演技を披露する事に

なりました。本校の御神楽をご存知の方からの推薦で、教育委員会や地域振興課からのご依頼をお受けしました。

6月に一度引退した 6年生ですが、25名の有志が放課後に特訓をして、大舞台に臨みます。お世話になっている

地域の皆様に感謝の気持ちをこめて、伝統の御神楽を披露して参りたいと思います。 

 コロナの中でも、ふるさと学習や御神楽のように本校の財産と言うべきものは、今後も守っていけたらと思い

ます。また、この 3年間でコロナとの「上手なつきあい方」も少しずつ分かってきたように思います。現在来年

度の新年度計画を作成中です。5 月の連休明けからは「5 類」に代わるとの発表がありましたが、狭い教室で沢

山の児童が会話をしながら生活する学校では、今後さらに「上手にコロナと共存して行く」工夫が求められてい

るのだと思います。現在も区内ではインフルエンザによる学級閉鎖が増えています。子供たちや教職員の体調も

守りつつ、学校を閉じないで無理なく学校生活が送れるよう、知恵を絞って参ります。 

＜現在のところ計画していること＞ 

○R4年度 卒業式・・・保護者の参観を 2人までとし、来賓も招待する。  

※理科室、家庭科室での中継も行います。（各ご家庭 1名まで） ※マスク着用で歌も歌います。 

○ICT契約業者の変更・・R4年度までのラインズから R5年度ベネッセに（江戸川区全体） 

 ※現在の緊急連絡メールは 3月 31日で使えなくなります。 

 ※新しい緊急連絡メールの登録は在校生は 2月中に行い、4月のスムーズな引き継ぎを目指します。 

※新 1年生は入学後、新しいメールに再登録していただきます。 

 ※在校生は現在のスマイルドリルを継続。その後、e-ラーニングはベネッセのシステムに変わります。 

○登校班を「地区班」に名称を変え、緊急時の下校のみで使用します。 

※登下校時は集団登校はせず、周囲と距離をとり、マスクを外し、兄弟や友達と笑顔で小声での会話を楽しみ

ながら登校できるようにします。 

※登校時刻が早すぎるお子さんがいます。安全を確保するため 8 時 5 分から 15 分の間に校庭に到着するよう

に登校してください。見守り隊や旗当番の保護者が引き上げる、8 時２０分より遅れる場合は保護者が送って

くださるようお願いします。 

★長時間の見守りで見守り隊の方の負担が増えています。時間内での登校にご協力をお願いいたします。 

○R5年度は学習発表会（内容は R4年度に準じ、一部改善）R6年度は展覧会を予定します。 

○運動会・・・6月に今年度と同じ分散型で開催。 ○すもう教室・・・秋に開催予定。 

○PTA 骨っこまつり・・・地域とも連携して秋に開催予定。（9月末から 10月頃） 

○秋の区民まつり・・・鼓笛のパレード参加を予定。5月の区民館まつりは準備の関係でパレード参加は未定。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

         

 

 

 

 

 


